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言
い
聞
か
せ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

無 
 

題 

静
岡
県 

 

山 

口 
 

 

宗 
 

 

 

シ
ベ
リ
ア
五
年
間
の
生
活
を
思
い
起
こ
し
、
記
憶
に
よ

み
が
え
っ
て
く
る
の
は
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十

一
月
牡
丹
江
を
出
て
シ
ベ
リ
ア
に
入
り
、
石
炭
云
々
で
上

官
に
顔
面
を
殴
ら
れ
鼻
血
を
多
く
出
し
、
目
の
ふ
ち
が
黒

く
な
る
程
、
発
熱
し
て
食
欲
ゼ
ロ
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
十
一

月
二
十
五
日
。
生
あ
る
限
り
忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
日
。 

有
熱
患
者
は
下
車
、
五
人
降
ろ
さ
れ
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
病

院
に
。
歩
行
で
き
ず
雪
の
ち
ら
つ
く
実
に
寒
い
中
、
ジ
ー

プ
で
運
ば
れ
た
。 

ロ
シ
ア
語
が
通
じ
ず
手
ま
ね
で
病
院
に
入
れ
ら
れ
、
五
、

六
人
部
屋
は
、
満
州
人
・
朝
鮮
人
ば
か
り
。
時
に
耳
に
入

っ
た
の
が
三
人
死
亡
し
た
こ
と
。
あ
と
は
渡
辺
と
自
分
だ

け
と
言
わ
れ
た
時
、
俺
は
死
ぬ
の
だ
と
直
感
し
た
。
氷
で

光
る
床
を
、
や
っ
と
這
い
ず
り
ト
イ
レ
に
行
く
。
朝
食
の

黒
パ
ン
・
角
砂
糖
は
す
ぐ
に
持
ち
去
ら
れ
何
も
食
べ
ず
。
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し
か
し
運
よ
く
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
老
シ
ス
ト
ラ
ー
（
看
護

婦
）
が
養
命
酒
の
よ
う
な
黒
い
水
を
小
さ
い
コ
ッ
プ
で
私

の
口
に
入
れ
て
く
れ
、
次
第
に
元
気
に
な
る
。
揚
が
っ
て

く
る
物
を
肢
の
中
に
入
れ
て
隠
し
、
少
し
ず
つ
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
な
っ
て
日
本
の
患
者
も
入
る
よ

う
に
な
り
、
今
村
憲
兵
曹
長
・
ハ
ル
ピ
ン
の
特
務
機
関
に

い
た
人
が
来
た
。
風
邪
を
こ
じ
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

「
特
に
俺
は
生
き
ら
れ
な
い
、
こ
の
本
を
や
る
か
ら
ロ
シ

ア
語
を
勉
強
し
ろ
、
き
っ
と
役
立
つ
」
と
言
わ
れ
、
三
十

二
文
字
の
基
礎
よ
り
覚
え
た
。 

そ
の
お
蔭
で
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
老
シ
ス
ト
ラ
ー
が
一

人
息
子
を
独
ソ
戦
で
亡
く
し
た
こ
と
も
分
か
る
。
今
村
曹

長
も
亡
く
な
り
、
満
腔
の
感
謝
の
気
持
ち
で
手
を
合
わ
せ

冥
福
を
祈
り
、
私
の
手
で
色
々
扱
い
を
し
た
。
今
で
も
「
山

口
、
い
つ
か
役
に
立
つ
」
こ
の
言
葉
を
ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て

い
る
。 

山
口
は
病
院
で
働
け
と
命
ぜ
ら
れ
、
病
院
が
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
よ
り
ホ
ー
ル
二
カ
所
に
移
動
す
る
時
も
患
者
輸
送
だ

っ
た
。
そ
の
間
千
人
を
超
え
る
同
僚
を
葬
っ
た
。
朝
・
夕
、

飯
を
持
っ
て
床
に
行
け
ば
動
か
ず
、
栄
養
失
調
そ
の
も
の

だ
っ
た
。 

二
十
二
年
六
月
ヤ
ポ
ニ
ー
ダ
モ
イ
と
言
わ
れ
ナ
ホ
ト
カ

に
来
た
。
た
し
か
に
病
院
船
・
引
揚
船
を
目
の
前
に
見
た

が
、
ダ
メ
だ
っ
た
。
壁
塗
り
、
薪
切
り
で
一
年
。
二
十
三

年
に
な
り
山
口
は
ロ
シ
ア
語
が
で
き
る
か
ら
、
ウ
オ
ロ
シ

ロ
フ
（
マ
ツ
セ
ル
ス
カ
ヤ
）
被
服
の
修
理
工
場
に
四
十
人

連
れ
て
行
け
と
言
わ
れ
、
奥
地
に
引
き
返
し
ガ
ッ
カ
リ
し

た
。
当
時
は
、
何
回
も
駄
目
で
故
郷
日
本
も
あ
き
ら
め
る

位
の
心
境
だ
っ
た
。
し
か
し
二
十
四
年
十
一
月
十
八
日
、

新
し
い
着
衣
、
ヤ
ポ
ニ
ー
ダ
モ
イ
と
言
わ
れ
て
、
ま
た
も

し
や
と
思
い
な
が
ら
凍
っ
た
ウ
ス
リ
ュ
ー
河
を
五
列
で
、

最
終
船
「
信
洋
丸
」
八
、
〇
〇
〇
ト
ン
に
乗
り
込
み
、
黒

髪
の
日
本
の
女
子
を
見
て
、
今
度
は
帰
れ
る
か
と
高
い
と

こ
ろ
で
誰
に
も
分
か
ら
ず
、
涙
が
少
し
。
た
だ
今
も
思
う
、

今
村
曹
長
の
故
郷
を
聞
か
ず
、
心
の
痛
む
今
日
こ
の
頃
で

す
。
立
派
に
あ
の
五
年
間
の
苦
難
を
乗
り
越
え
生
還
で
き

た
の
も
故
人
今
村
さ
ん
の
お
蔭
と
、
今
も
自
宅
の
過
去
帳

に
書
き
、
毎
日
線
香
三
本
、
花
は
も
ち
ろ
ん
、
水
、
新
し
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く
炊
い
た
飯
を
供
え
、
祖
先
同
様
に
心
に
念
じ
て
冥
福
を

祈
っ
て
い
る
。 

マ
ア
生
還
で
き
た
の
も
ロ
シ
ア
語
の
勉
強
が
一
大
勝
因

の
一
つ
か
な
あ
、
と
。 

 

勝
者
と
敗
者 

熊
本
県 

 

入 

江 
 

 

司 
 

 

 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
十
五
日
終
戦
、
ハ
ル

ピ
ン
で
武
装
解
除
さ
れ
、
だ
ま
さ
れ
た
挙
句
の
果
て
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
初
め
て
経
験
す
る
敗
者

の
惨
め
さ
を
い
や
と
い
う
程
味
わ
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

横
道
河
子
か
ら
梅
林
ま
で
の
行
軍
中
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い

の
が
二
つ
あ
る
。 

そ
の
一
つ
は
…
…
我
々
が
ま
だ
日
本
に
帰
れ
る
と
思
い

な
が
ら
黙
々
と
行
軍
し
て
い
る
途
中
で
、
多
分
開
拓
団
か

ら
命
か
ら
が
ら
逃
げ
て
来
た
と
思
わ
れ
る
婦
人
が
、
髪
を

短
く
切
り
、
顔
は
す
す
け
て
黒
く
汚
れ
、
疲
れ
き
っ
た
小

さ
な
子
供
を
両
手
に
握
り
、
我
々
の
隊
列
を
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
た
姿
が
今
で
も
心
の
奥
に
強
く
残
っ
て
い
る
。 

時
々
、
中
国
残
留
婦
女
子
の
記
事
や
写
真
が
新
聞
・
テ

レ
ビ
で
出
る
度
に
胸
の
詰
ま
る
思
い
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
は
…
…
横
道
河
子
か
ら
梅
林
ま
で
の
行
軍
の




